






























































































































































































































ト」は、1946年 12月 20日から 1947年 1月 11日にかけて記されたもの（501―74）であり、
その後は「感想ノート」と題する日記は見つかっていない。しかし「感想ノート」というタ
イトルが表紙から消えたのちも、実質的に「感想ノート」の役割を果たす日記はつけつづけ












































































































































































ら 1939年までの手帳が 322―1―1～6、日記・ノートが 84―2、322―1―7、501、年間計画
が 83―36、67、84―12・13、書簡が 85～ 89にあるほか、原稿が 285―11―3～11、雑誌論
文や著作物が 109、110、講演覚書が 16―3～ 6、80～ 83、109、203―9、333にある。ま
た、1936年 4月からの中央大学における「社会政策」講義案が 80―9、社会政策学院にお





























































4月 18日に東京を出発、22日出帆、5月 25日にはナポリ、イタリアを旅し、6月 2日ジュ




















を記す。同月 17～20日にはデンマークを旅している。5月 15日には ILO委員を再度拝命
27
していたため、6月 4日～23日までジュネーブで失業保険委員会等へ出席して報告書を執














































































































2号であるが、総合計画局に転任後の 11月 1日～ 6日の記述は「補遺」として記述されている。
また、別に内閣の罫紙を使って綴じられた「綜合計画局陣中口授日記」（501―77）もあるが、






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































Okayama Souvenir 岡山県庁 1945年
一人のために 小峰書店 1953年
青年と人生：未見ヘの出発 池田書店 1954年























































































































































































4 4 4 4 4 4
「未見の我
4 4 4 4
」の発現創造の全課程である
































































が寄せられるとともに、「昭和 51年　わが家の 10大ニュース」、「本年の国内 10大ニュース」、
「昭和 51年に死去した印象深き人々」なども記されている。
最後に、安積家には「家計簿」がある（502）。1928年から 1988年のもので、全部で 31
冊が残されている。
以上のように、これら家族間の史料により得也の家族への姿勢を知ることができるととも
に、安積家の当時の様子はもちろん、一家庭から同時代をうかがい知ることができるといえ
るだろう。
（中野　佳）
おわりに
安積得也は、官僚であり、社会教育者であり、詩人である。それぞれの活動分野における
史料残存状況については本解題の各項目にて解説を加えたとおりである。「安積文書」が各
分野を専門に扱う研究者に幅広く利用されることを願ってやまない。
さらに、自らのうちに「未見の我」を求め、「豚のしっぽは／終日動けども／何事も成さ
ず／……／汝は／豚のしっぽには非ざるか」（安積得也「豚のしっぽ」）と呼びかけ、自らの
生活を自覚的に送ることを重要視した安積のパーソナリティが「安積文書」を貫く基調となっ
ていることにも留意したい。安積の全生涯にわたって残された「安積文書」を分析すること
は、安積の人物像を解明すると共に、安積を生んだ近代という時代に迫る可能性を秘めてい
るといえるだろう。
安積得也関係文書整理会は、JSPS科研費25770242の助成を受けた2013年度の後半を除き、
ほぼ全期間にわたって、メンバーの無償の作業協力によって運営された。最終的に解題執筆
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にあたったのは 9名ではあるが、ここに至るまでに多くの方々のご協力を受けた。本会が空
中分解することなく、目録刊行にこぎつけたことはひとえに参加メンバーの厚意と熱意によ
るものである。深く感謝申し上げたい。
本会の活動には二つの時期があったように思われる。
前半は、新生活運動研究に取り組んでいた農民家族史研究会と「安積文書」との出会いの
時期である。同研究会が新生活運動関連の刊行史料分析に一区切りをつけ、個人文書を求
めはじめた時期と、新生活運動協会事務局長をつとめた安積の個人文書が国際基督教大学
に受け入れられた時期が偶然に一致したことが、この会を成立させる大きな要因となった。
2008年 10月に、同研究会に参加していた松田忍と「安積文書」の整理担当者となっていた
篠原将成がはじめて面談し、スティール教授のもと両者が共同幹事を務める形で本会が立ち
上げられ、翌月から本格的な史料整理が開始された。本解題を執筆した土屋宗一、満薗勇は
当初からのメンバーである。さらに、この時期には農民家族史研究会メンバーであった井内
智子、菊池義輝、鬼嶋淳、久井英輔ら（敬称略。以下同様）が史料整理に参加し、次々と発
見される新生活運動関連史料に感嘆の声を上げながら、整理会席上ではしばしば作業の手を
休めて新生活運動研究に関する議論がおこなわれた。こうした議論の成果の一部は、農民家
族史研究会が刊行した大門正克編著『新生活運動と日本の戦後：敗戦から 1970年代』（日本
経済評論社、2012年）に収められ、結実することとなった。
本会の転機は 2011年であった。史料の封入および採録作業がほぼ完了し、「安積文書」の
全体像がみえてきたことを受けて、同年 1月 18日にはアジアンフォーラム（国際基督教大
学アジア文化研究所）にて、松田と満薗が「内務官僚の戦時と戦後―『安積得也関係文書』
を読む」と題する史料整理の中間報告をおこなっている。そして同年 4月からは松田が昭和
女子大学に着任したこともあり、日本近現代史を専攻する多くの学部学生、大学院生を会に
招くことが可能になった。作業メンバーの平均年齢は大きく下がり、学生たちの史料整理実
習の場として、本会は再び盛りあがった。この頃以降、史料整理に協力した学生などのなか
から、黒川智子、中野佳、西山直志、山崎翔平が解題執筆にあたることとなった。また同年
末には、豊富な史料整理経験を有する町田祐一をメンバーに迎え、本会は目録刊行を目指し
て舵を切り始めることとなった。
また前半と後半をつなぐ時期には国際基督教大学および東京大学の多くの学生からの作業
協力を受けたことに加え、官田光史が会に参加し、史料整理に関する専門的な助言を本会に
与えてくれたことも付記したい。
以上に名前を挙げた以外では、左記の学生の協力を得た。足かけ七年に及ぶ長期間の整理
作業のなかで、多くの学生が大学を卒業し、あるいは大学院を修了しているため、括弧内に
は作業協力時における所属大学・所属大学院をしるした。ご寛恕を願いたい。
佐々木恵海、吉本宙矢（以上、学習院大学）、伊藤怜、川副悠二、岸佑、鈴木真奈美、
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田中萌葵、俵公二朗、那須理香、福江菜緒子、向山美紗子、山口京一郎（以上、国際基
督教大学）、泉夏歩、井上未智瑠、井口絢子、大内美咲、大曽根彩、金尾英美、亀井真莉、
須田香穂、庄司志帆、曽我部詩織、樽見紘美、千脇綾乃、徳力蓉子、中込早紀、中村友
美、沼田ひかる、原柚実子、福田早紀、保坂愛、増田ゆい、三上恵未、森恵里奈、和田
裕紀子、渡口聖乃（以上、昭和女子大学）、太田仙一、国分航士、立本紘之、山本ちひろ、
湯川文彦（以上、東京大学）（50音順、敬称略）
整理作業の大幅な遅れにもかかわらず、目録の完成をあたたかく見守って頂いたアジア文
化研究所の皆様にはたいへんお世話になった。
最後になったが「安積文書」の研究利用および史料公開をご快諾いただいた安積仰也先生
には深く感謝申し上げたい。
（松田　忍） 
凡例
一、史料は「書簡の部」と「書類の部」に大別し、それぞれ「親番号」「子番号」「孫番号」「曾孫番号」
の順に整列した。「親」「子」「孫」「曾」の項目がそれぞれの番号にあたる。なお書類中に綴りこまれ
るなどした書簡については書類の部に分類した。
二、「子」「孫」「曾」については、史料構造を可能な限り忠実に再現できるように付した。
三、「標題」は原則として原標題によるが、旧字体は適宜新字体に改めている。また史料の態様や内容
に関して参考となる情報を〔　〕を付して記した。
四、作成年月日については「年」「月」「日」に分けて記した。作成年月日に幅があるものについては、
その始期を「年」「月「日」に、その終期を「年終」「月終」「日終」に記すことで対応した。
五、「年」「月」「日」「年終」「月終」「日終」「作成者」「宛先」について推定可能なものについては記した。
六、〔一括〕で採録した史料については史料点数を「数量」欄に記した。
七、備考欄には、写し、破損状況、未開封・未投函、前欠・後欠、印刷、用紙、作成年月日の推定根拠、
ファイル入り・封筒入りなどの情報、挿入書簡数、挿入書類数の情報をこの順に適宜記した。
八、クリップなどの金具類は可能な限り除去した。ただし除去についての記述はしていない。
